
第１１回 北海道地方交通審議会船員部会 議事概要

開 催 年 月 日 平成２１年８月２８日（金）

開 催 場 所 北海道運輸局小樽庁舎３Ｆ会議室

□議 題□

１．北海道漁業（沖合底びき網）最低賃金の改正に関する諮問及び付託について
２．北海道漁業（大中型まき網）最低賃金の改正に関する諮問及び付託について
３．最低賃金専門部会の合同開催について
４．関係船員及び関係使用者の意見聴取に関する公示について
５．管内船員職業安定業務取扱状況（平成 年 月分）について21 7
６．離職四法に基づく減船離職船員現況調べについて
７．離職四法に基づく求職手帳発給数及び支給実績について
８．その他

( )情報交換1
( )次回の船員部会開催日について2

□議事概要□

１．運輸局より、北海道における沖合底びき網及び大中型まき網に係る船員の最低賃金
8 7の改正について、諮問に至った経緯とその趣旨に関する説明があった。また、 月

日付けで北海道運輸局長から北海道地方交通審議会長あて諮問がなされたこと、及び
月 日付けで北海道地方交通審議会長から船員部会長へ諮問事案の付託が行なわ8 12

れたとの説明があった。その後、運輸局の海事振興部長から船員部会長へ諮問文と付
託文が手交され、船員部会長から「慎重に審議し、適切な答申を行ないたい」との発
言があった。
． 、 、２ 事務局から 今般の諮問に係る沖合底びき網と大中型まき網の最低賃金専門部会は
合同で設置したい旨提案があり、了承された。また、最低賃金専門部会の委員構成等
について説明があった。

３．事務局から、最低賃金改正の審議を行なうに際し、関係船員及び関係使用者の意見
聴取に関する官報公示を行なう旨説明があった。

４．事務局より、平成 年 月分の管内船員職業安定業務取扱状況、離職四法に基づ21 7
く減船離職船員現況調べ、求職手帳発給数及び支給実績について説明があった。労働

74者委員より 機関部職員の求職のうち 最高齢者について質問があり 事務局より、 、 、
歳である旨回答があった。
． 、 、 、 、５ 労働者委員より 月 日～ 日 第 次 キャンペーンを苫小牧 室蘭9 8 10 80 FOC/POC
小樽、石狩湾新港で実施する旨、情報提供があった。

６．事務局より、 月 日に北海道漁業就業支援協議会が発足したこと、及び同日に8 26
開催された労働局主催の合同企業面接会に内航船員コーナーを設置した旨、報告があ
った。

７．労働者委員より、広く社会全般に船員の仕事をＰＲするため、船内見学会、体験乗
船等を企画中であるとの情報提供があった。

８．公益、労働者、使用者委員の間で、裁判員制度の問題点等について、情報交換が行
なわれた。

（以 上）

北海道運輸局海事振興部船員労政課


